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　2023年
ねん
から2024年

ねん
にかけてバチカンに

おいてシノドスの会
か い ぎ
議が開

かいさい
催された。従

じゅうらい
来は

司
しきょう
教のみが集

あつ
まって話

はな
し合

あ
うスタイルだった

が、教
きょうこう

皇フランシスコがやり方
かた
を抜

ばっぽんてき
本的に

変
へんこう
更し、さまざまな立

た ち ば
場の人

ひと
が参

さ ん か
加すること

になった。また、従
じゅうらい

来は全
ぜんたいかい
体会のみであった

が、小
しょう

グループの分
わ
かち合

あ
いを重

じゅうし
視し、

霊
れいてきかいわ
的会話というやり方

かた
を導
どうにゅう

入して、参
さんかしゃ
加者が

分
わ
かち合

あ
いながら、聖

せいれい
霊の導

みちび
きを探

さぐ
っていく

形
かたち

で行
おこな

われた。シノドスの会
か い ぎ
議に実

じっさい
際に

障
しょうがいしゃ
害者が参

さ ん か
加したかどうかは不

ふ め い
明である。シ

ノドスの写
しゃしん
真を見

み
る限
かぎ
り、障

しょうがいしゃ
害者の姿

すがた
は見

み う
受

けられなかったようだが（真
し ん ぎ
偽を知

し
っている

人
ひと
は教

おし
えてほしいが）。ただし、シノドスの

ロゴには車
くるまいす
椅子が描

か
かれていて、障

しょうがいしゃ
害者もと

もに歩
あゆ
むメンバーとして認

みと
められているよう

に見
み う
受けられた。

　普
ふ つ う
通はバチカンでの会

か い ぎ
議が終

お
われば、シノ

ドスは終
しゅうりょう

了する。しかしながら、今
こんかい
回は違

ちが
う。

バチカンの会
かいぎしゅうりょう

議終了から、各
かっこく
国・各

かくしきょうく
司教区に

おいてシノドスの歩
あゆ
みを続

つづ
けていかねばなら

ない。各
かくきょうく
教区において、これからのシノドス

的
てきあゆ
歩みの具

ぐたいてき
体的な計

けいかく
画が発

はっぴょう
表されていること

だろう。それは、これから各
かくきょうかい

教会においてこ

そ、ともに歩
あゆ
む教
きょうかい

会を作
つく
っていかねばならな

いのだ。

　会
か い ぎ
議の最

さいしゅうぶんしょ
終文書として、『シノドス流

りゅう
の

教
きょうかい
会―交

まじ
わり、参

さ ん か
加、宣

せんきょう
教』（カトリック

中
ちゅうおうきょうぎかい

央協議会）が出
で
た。その文

ぶんしょ
書の中

なか
で、

二
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障
しょうがいしゃ
害者についてのまとまった記

きじゅつ
述は63番

ばん
に

ある。全
ぜんぶん
文を引

いんよう
用すると（少

すこ
しわかりにくい

訳
や く ご
語だが）、

「63．洗
せんれい
礼を受

う
けたすべての人

ひと
で担

にな
う、宣

せんきょう
教

のための共
きょうどうせきにん
同責任を遂

すいこう
行する中

なか
で、福

ふくいんせんきょう
音宣教

の精
せいりょくてきしゅたい
力的主体として呼

よ
ばれ派

は け ん
遣されていると

自
じ か く
覚する障

しょうがいしゃ
害者の使

しとてきのうりょく
徒的能力を、わたしたち

は認
にんしき
識しています。彼

かれ
らのとても豊

ゆた
かな

人
にんげんせい
間性からの貢

こうけん
献を生

い
かしたいと思

おも
います。

わたしたちは、彼
かれ
らの苦

く の う
悩、疎

そ が い
外、差

さ べ つ
別の

経
けいけん
験を知

し
っています。時

とき
にはキリスト教

きょう

共
きょうどうたい
同体の中

なか
でさえ、パターナリスティックな

憐
れんびん
憫の態

た い ど
度によってそれを味

あじ
わわされたので

す。彼
かれ
らの教

きょうかいせいかつ
会生活と宣

せんきょう
教への参

さ ん か
加を後

あ と お
押し

するために、教
きょうかい
会に障

しょうがいしゃ
害者のリサーチセンター

のようなものを設
せつりつ
立することを提

ていあん
案します」。

　この提
ていあん
案を３つの観

かんてん
点に分

わ
け、それぞれを

説
せつめい
明しながら、障

しょうがいしゃ
害者がどのようにともに歩

あゆ

む教
きょうかい

会のメンバーであるのか。そして、カ

障
しょうれん
連が目

め ざ
指すものは何

なに
かを記

しる
しておきたい。

１�．障
しょうがいしゃ

害者は福
ふくいんせんきょう

音宣教の担
にな
い手

て
である。

宣
せんきょう
教の共

きょうどうせきにん
同責任があり、貢

こうけん
献が求

もと
めら

れている。

２�．障
しょうがいしゃ

害者には苦
く の う
悩、疎

そ が い
外、差

さ べ つ
別の経

けいけん
験

がある。特
とく
に、障

しょうがいしゃ
害者はパターナリス

ティックな態
た い ど
度に苦

くる
しめられてきた。

３�．障
しょうがいしゃ

害者のリサーチセンター設
せつりつ
立の

提
ていあん
案。

１．シノドスの一
ひと
つの中

ちゅうしんてき
心的なテーマは、「す

べての人
ひと
が福
ふくいんせんきょう

音宣教の担
にな
い手

て
」であるという

洞
どうさつ
察である。神

し ん ぷ
父や修

しゅうどうしゃ
道者だけが福

ふくいんせんきょう
音宣教を

するわけではない。すべての信
し ん と
徒にその共

きょうどう
同

責
せきにん
任がある。「障

しょうがいしゃ
害者にも宣

せんきょう
教の共

きょうどうせきにん
同責任が

ある」というのだ。それゆえ、「障
しょうがいしゃ

害者がもっ

ている豊
ゆた
かな人

にんげんせい
間性から、障

しょうがいしゃ
害者が主

しゅたいてき
体的に

福
ふくいんせんきょう
音宣教に貢

こうけん
献すること」が期

き た い
待されている。

　この点
てん
は、障

しょうがいしゃ
害者（特

とく
にこの通

つうしん
信を読

よ
んで

いる人
ひと
）は心

こころ
がけねばならない第

だいいち
一のポイン

トである。カ障
しょうれん

連は以
い ぜ ん
前から、ミサに完

かんぜん
全に

参
さ ん か
加できることを主

しゅちょう
張してきた。未

いま
だそれが

達
たっせい
成されていない面

めん
があるのは事

じ じ つ
実である。

それにもかかわらず、障
しょうがいしゃ

害者のミサへの

完
かんぜんさんか
全参加は真

しん
の目
もくひょう

標ではない。むしろ、１つ

の出
しゅっぱつてん

発点というか、前
ぜんていじょうけん

提条件に過
す
ぎない。

本
ほんとう
当に大

だ い じ
事なことは、障

しょうがいしゃ
害者が主

しゅたいてき
体的に

福
ふくいんせんきょう
音宣教という共

きょうどうせきにん
同責任を果

は
たしていけるか

どうか、それが根
こんぽんてき
本的に問

と
われねばならない

点
てん
である。

　障
しょうがいしゃ

害者にはハンディが多
おお
い。介

かいじょしゃ
助者なしに

日
にちじょうせいかつ
常生活が営

いとな
めない方

かた
が多
おお
いだろう。実

じっさい
際の

ところ、ヘルパーや家
か ぞ く
族の人

ひと
に手

て だ す
助けをして

もらいながら、日
にちじょう

常の仕
し ご と
事と生

せいかつ
活をこなすだ

けで精
せいいっぱい
一杯というのが本

ほ ん ね
音かもしれない。

高
こうれいか
齢化が進

すす
み、ますます外

がいしゅつ
出が困

こんなん
難になり、

ミサに行
い
くことにすら困

こんなん
難をかかえておられ

る方
かた
が多
おお
いであろう。高

こうれいか
齢化でミサに参

さ ん か
加で

きなくなるのは健
けんじょうしゃ

常者でも同
おな
じである。

　たとえ多
おお
くのハンディがあったとしても、

シノドス的
てききょうかい

教会においては、障
しょうがいしゃ

害者は

福
ふくいんせんきょう

音宣教の主
しゅたいてきにな
体的担い手

て
であり、宣

せんきょう
教の
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共
きょうどうせきにん
同責任があることを自

じ か く
覚すること。それが

ともに歩
あゆ
む教
きょうかい

会のメンバーとして、最
もっと

も大
だ い じ
事

な点
てん
である。

２．もちろん障
しょうがいしゃ

害者が社
しゃかい
会と教

きょうかい
会で生

い
きる中

なか

で、「さまざまな苦
く の う
悩、疎

そ が い
外、差

さ べ つ
別」がある。

その経
けいけん

験を知
し
っている、というのだが、

健
けんじょうしゃ
常者の中

なか
でどれくらいの人

ひと
がそれを知

し
って

いると断
だんげん
言できるだろうか。普

ふ つ う
通は、障

しょうがいしゃ
害者

と日
にちじょうてき

常的に付
つ
き合

あ
っていない限

かぎ
り、障

しょうがいしゃ
害者の

苦
くる
しみは理

り か い
解できないのではないか。また、

障
しょうがいしゃ
害者が自

みずか
らの苦

にが
い経

けいけん
験を語

かた
ってくれない

と、健
けんじょうしゃ

常者は何
なに
が苦
くる
しみか分

わ
からないことが

多
おお
い。話

はな
してもらって初

はじ
めて気

き
がつくことば

かりではある。

　カ障
しょうれん

連ではさまざまな障
しょうがいしゃ

害者が集
あつ
まってい

る。彼
かれ
らと接

せっ
していると、障

しょうがい
害によって、

問
もんだいてん
題点は全

まった
く違
ちが
う。障

しょうがいとくせい
害特性が違

ちが
っているし、

さらに同
おな
じ障
しょうがいしゃ

害者でも障
しょうがい

害の程
て い ど
度によってか

なり差
さ
がある。生

う
まれつき障

しょうがい
害をもっていた

のか、中
ちゅうとしょうがいしゃ

途障害者なのかでも、大
おお
きな違

ちが
いが

あるように感
かん
じる。

　いずれにせよ、障
しょうがいしゃひとり
害者一人ひとりが置

お
かれ

ている状
じょうきょう

況から、その困
こんなん
難だけでなく、豊

ゆた
か

な恵
めぐ
みの両

りょうほう
方を分

わ
かち合

あ
い、互

たが
いに理

り か い
解して

いくことはいつも必
ひつよう
要なことだろう。健

けんじょうしゃ
常者と

障
しょうがいしゃ
害者の間

あいだ
、障
しょうがいしゃどうし
害者同士において、共

きょうつうりかい
通理解

を築
きず
いていくプロセスを歩

あゆ
んでいきたい。

　いろいろな困
こんなん
難があるが、その中

なか
でも「パ

ターナリスティックな態
た い ど
度」というがなかな

か の く せ 者
もの

で あ る。 パ タ ー ナ リ ズ ム

（父
ふ け ん し ゅ ぎ
権主義）というのは、強

つよ
い者

もの
が弱

よわ
い者

もの
を

助
たす
ける時

とき
、本
ほんにん
人の望

のぞ
みや意

い け ん
見を聞

き
くことなく、

親
しんせつ
切や介

かいにゅう
入などを押

お
しつけてしまう態

た い ど
度を指

さ

す。弱
よわ
い者
もの
の望
のぞ
みや意

い け ん
見を無

む し
視して、善

ぜ ん い
意を

押
お
しつけてしまう態

た い ど
度である。

　教
きょうかい

会の中
なか
で一

いちばん
番よく現

あらわ
れる形

かたち
は、教

きょうかい
会の

信
し ん と
徒は支

し え ん
援する側

がわ
に固

こ て い
定されていて、支

し え ん
援を

必
ひつよう
要とする人

ひと
（障
しょうがいしゃ

害者だったり、生
せいかつこんきゅうしゃ

活困窮者

だったり）が支
し え ん
援を受

う
ける受

じゅどうてきたちば
動的立場に甘

あま
ん

じているケースである。確
たし
かに障

しょうがいしゃ
害者はコ

ミュニケーションに時
じ か ん
間がかかるし、何

なに
かを

実
じっこう
行するにも助

たす
けが必

ひつよう
要とされることが多

おお

い。そのような面
めん
があるからか、障

しょうがいしゃ
害者のた

めの集
あつ
まりだったとしても、集

あつ
まりの準

じゅんび
備や

実
じっこう
行などすべて健

けんじょうしゃ
常者だけでどんどん進

すす
めら

れ、障
しょうがいしゃ

害者はいつまで経
た
ってもお客

きゃく
さんの

立
た ち ば
場から出

で
られないことが散

さんけん
見される。この

点
てん
は微
びみょう
妙な要

よ う そ
素が含

ふく
まれているが、自

じ か い
戒を込

こ

めて、活
かつどう
動を振

ふ
り返
かえ
ってみる必

ひつよう
要があるので

はないか。また、障
しょうがいしゃじしん
害者自身が受

じゅどうてき
動的な立

た ち ば
場

から脱
だっきゃく

却しようとする積
せっきょくてき

極的な姿
し せ い
勢も求

もと
めら

れているだろう。

　障
しょうがいしゃ

害者と健
けんじょうしゃ

常者が同
おな
じ仲

な か ま
間として、同

おな
じ

目
め せ ん
線で、同

おな
じ目
もくひょう

標にペースを合
あ
わせながら、

ともに歩
あゆ
んでいく作

さぎょう
業を積

つ
み重

かさ
ねていく中

なか

で、ともに歩
あゆ
むシノドス的

てききょうかい
教会に近

ちか
づいてい

くのではないだろうか。そのためには十
じゅうぶん

分な

対
た い わ
話と粘

ねば
り強
づよ
い実
じっせん
践を地

じ み ち
道に続

つづ
けていくしか

ないだろう。

３．「リサーチセンター設
せつりつ
立」の提

ていあん
案は実

じつ
は

以
い ぜ ん
前から提

ていしょう
唱されているものだ。日

に ほ ん
本カト

リック障
しょうがいしゃれんらくきょうぎかい

害者連絡協議会規
き や く
約は1982年

ねん
から
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施
し こ う
行されている。その規

き や く
約の第

だい
４条
じょうかつどう

活動の

項
こうもく
目には以

い か
下のように記

しる
されている。

第
だい
４条
じょう
　�本
ほんきょうぎかい
協議会は、前

ぜんじょう
条の目

もくてき
的にのっとり、

次
つぎ
の活
かつどう
動を行

おこな
う。

（１）�福
ふくいん
音の教

おし
えにもとづいて苦

くる
しみのキリ

スト教
きょうてきいぎ
的意義を伝

つた
える。

（２）�病
びょうしゃ
者・障

しょうがいしゃ
害者がもつ問

もんだい
題を収

しゅうしゅう
集・分

ぶんせき
析

し、それを教
きょうかいおよ
会及び社

しゃかい
会に反

はんえい
映させる。

（３）�前
ぜんこう
項 の 目

もくてき
的 を 達

たっ
す る た め に、

障
しょうがいしゃじょうほう
害者情報センターを設

もう
ける。

　この（３）を見
み
ると、『シノドス流

りゅう
の教
きょうかい

会』

に出
で
てきた提

ていあん
案を、何

なん
と40年

ねんいじょうまえ
以上前に先

さ き ど
取

りしているのだ。その先
せんけん
見の明

めい
には驚

おどろ
かされ

る。ただ、1982年
ねんいこう
以降、残

ざんねん
念ながら、日

に ほ ん
本

の教
きょうかい

会の中
なか
には、障

しょうがいしゃじょうほう
害者情報センターは設

せ っ ち
置

されていない。現
げんざい
在の日

に ほ ん
本の教

きょうかい
会は勢

いきお
いをな

くしており、障
しょうがいしゃうんどう

害者運動も少
すこ
し沈

ち ん た い ぎ み
滞気味であ

る。情
じょうほう

報センターを設
せつりつ
立するのは物

ぶつりてき
理的に

無
む り
理かもしれない。それでも、仲

な か ま ど う し
間同士が

自
じ ぶ ん
分たちの状

じょうきょう
況を分

わ
かち合

あ
い、情

じょうほうこうかん
報交換して

いくことは、より大
たいせつ
切になっているような気

き

がする。現
げんだい
代はインターネットの発

はったつ
達によっ

て、情
じょうほうこうかん

報交換は以
い ぜ ん
前よりも格

かくだん
段に便

べ ん り
利になっ

てきた。カ障
しょうれん

連の本
ほんらい
来の活

かつどう
動は、その名

めいしょう
称に

記
しる
されているように、「連

れんらくきょうぎ
絡協議」をしてい

くことである。カ障
しょうれん

連が連
れんらく
絡と協

きょうぎ
議を積

つ
み重
かさ

ねながら、リサーチセンターや情
じょうほう

報センター

の役
やくわり
割を果

は
たしていってほしいと切

せつ
に願
ねが
って

いる。それは、障
しょうがいしゃ

害者が福
ふくいんせんきょう

音宣教の担
にな
い手

て
と

して、とも歩
あゆ
むシノドス的

てききょうかい
教会を築

きず
いていく

ためなのだ。

著
ちょ
　者
しゃ
：教
きょうこう

皇フランシスコ
　　　　シノドス第

だい
16回
かいつうじょうそうかい

通常総会
出
しゅっ
　版
ぱん
：カトリック中

ちゅうおうきょうぎかい
央協議会

発
はっこうび
行日：2025年

ねん
６月
がつ
30日

にち

価
か
　格
かく
：880円

えん
（税
ぜいこみ
込）192頁

ぺーじ

巻
か ん と う き じ
頭記事の中

なか
で紹
しょうかい

介されたシノドス最
さいしゅうぶんしょ

終文書が出
しゅっぱん

版
されています。
また、シノドス事

じむきょく
務局サイトより、全

ぜんぶん
文が無

むりょう
料でダ

ウンロードできます。この機
き か い
会にぜひ読

よ
んでみてく

ださい。

◆本
ほん

の紹
しょうかい

介◆

シノドス流
りゅう
の教
きょうかい
会

――交
まじ
わり、参

さんか
加、宣

せんきょう
教

《シノドス最
さいしゅうぶんしょ
終文書》

シノドス最
さいしゅうぶんしょ

終文書
ダウンロード

4



2020年
ねん
４月

がつ
、私
わたし

は突
とつぜんたお
然倒れ、目

め ざ
覚めた

ときには視
しりょく
力を失

うしな
っていました。その

後
あと
、幾

い く ど
度もの試

し れ ん
練を経

けいけん
験する中

なか
で教
きょうかい

会と

出
で あ
会い、2024年

ねん
の復

ふっかつさい
活祭に洗

せんれい
礼を受

う
け

ました。神
かみさま
様のみ言

こ と ば
葉を届

とど
ける聖

せいしょろうどく
書朗読

に心
こころ

を惹
ひ
かれたことが、この歩

あゆ
みの始

はじ
ま

りです。

私
わたし
は中
ちゅうとしつめい
途失明のため、点

て ん じ
字を読

よ
むことも

書
か
くこともできません。そのため、聖

せいしょ
書

と向
む
き合

あ
う方
ほうほう
法も、多

おお
くの視

しかくしょうがいしゃ
覚障害者の

方
かた
とは異

こと
なります。ここに綴

つづ
るのは、そ

のような私
わたし

が、自
じ ぶ ん
分なりの方

ほうほう
法を模

も さ く
索し

ながら、「祈
いの
りとしてのみ言

こ と ば
葉」を届

とど
け

たいと願
ねが
い、聖

せいしょろうどく
書朗読へ歩

あゆ
んできた道

みち
の

りです。

　聖
せいしょろうどく
書朗読への憧

あこが
れは、私

わたし
の中
なか
で静
しず
かに、し

かし確
かくじつ
実に膨

ふく
らんでいきました。

　2024年
ねん
の復

ふっかつさい
活祭に洗

せんれい
礼を受

う
け、信

し ん と
徒と

なった喜
よろこ

びは、私
わたし

を満
み
たしていました。しか

し、同
ど う じ
時に、視

しかくしょうがい
覚障害のある全

ぜんもう
盲の私

わたし
にとっ

て、朗
ろうどく
読は『憧

あこが
れのまた憧

あこが
れ』でしかないの

ではないかという思
おも
いも湧

わ
き上

あ
がってきまし

た。聖
せいしょろうどく
書朗読への思

おも
いは、日

ひ
に日

ひ
に募
つの
るばか

私
わたし

にとっての聖
せいしょろうどく

書朗読
―群
ぐんしゅう

衆を掻
か

き分
わ

けて―

アルバの会
かい
　会

かいちょう
長　春

は る き
木 雄

ゆういちろう
一朗

りでした。

　そんな時
とき
、神

しんぷさま
父様の『聖

せいしょ
書は単

たん
なる書

しょもつ
物で

はない。朗
ろうどく
読は祈

いの
りである』という言

こ と ば
葉が、

私
わたし
の心
こころ

を捉
とら
えました。それは単

たん
なる言

こ と ば
葉の

羅
ら れ つ
列ではなく、神

かみ
への捧

ささ
げもの、そして信

し ん と
徒

の方
かたがた
々への贈

おく
り物

もの
なのだと教

おし
えられました。

その言
こ と ば
葉を聞

き
いた時

とき
、『憧
あこが

れのまた憧
あこが

れ』だっ

た朗
ろうどく
読が、急

きゅう
に現

げんじつみ
実味を帯

お
びてきたのです。

『私
わたし

にもできるかもしれない』。そう思
おも
った

瞬
しゅんかん
間、胸

むね
の奥
おく
に秘

ひ
めていた情

じょうねつ
熱が、一

い っ き
気に溢

あふ

れ出
だ
してきました。私

わたし
は、この祈

いの
りを込

こ
めて

聖
せいしょ
書を読

よ
むこと、そして信

し ん と
徒の方

かたがた
々に心

こころ
を込

こ

めて語
かた
りかけることを決

け つ い
意いたしました。

　神
しんぷさま
父様からは、「朗

ろうどく
読は決

けっ
して披

ひ ろ う
露するも

のではなく、神
かみさま
様のみ言

こ と ば
葉を会

かいしゅう
衆へ届

とど
ける務

つと

めである」と教
おし
えられました。『祈

いの
りとして

の朗
ろうどく
読』に挑

ちょうせん
戦すると決

き
めたものの、では、

一
いったい
体どうすれば良

よ
いのだろうか。私

わたし
なりの

方
ほうほう
法を確

かくりつ
立する必

ひつよう
要がありました。まず、思

おも

いついたのは、朗
ろうどくかしょ
読箇所を丸

まるあんき
暗記することで

した。それは、聖
せいしょ
書を心

こころ
に刻
きざ
む大
たいせつ
切な作

さぎょう
業で

す。しかし、丸
まるあんき
暗記したものをただ読

よ
み上

あ
げ

るだけでは、神
かみ
への祈

いの
りとして、また語

かた
りか

けとして、何
なに
か足

た
りないという葛

かっとう
藤が生

う
まれ

ました。

　果
は
たしてこれで良

よ
いのだろうか。

　神
かみさま
様の言

こ と ば
葉とは、一

いったいなん
体何なのだろうかと。

　朗
ろうどくだい
読台は遠

とお
のいていくばかりでした。

　朗
ろうどく
読が『祈

いの
り』であるならば、言

こ と ば
葉を自

じ ぶ ん
分

のものにすると同
ど う じ
時に、祈

いの
りにする必

ひつよう
要があ

ります。私
わたし

が所
しょぞく
属する教

きょうかい
会では、主

しゅにんしさい
任司祭の

神
しんぷさま
父様が、私

わたし
たち信

し ん と
徒にも福

ふくいんしょ
音書を書

か
き写
うつ
す
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ことを勧
すす
めておられます。全

ぜんもう
盲の私

わたし
は、点

て ん じ
字

を読
よ
むことも書

か
くこともできません。そのた

め、書
か
き写
うつ
したものが正

せいかく
確に書

か
けているのか、

自
じ ぶ ん じ し ん
分自身で確

たし
かめることさえできません。そ

れでも、私
わたし

は書
か
き写
うつ
すことにしました。聖

せいしょ
書

を書
か
き写
うつ
すことは、私

わたし
にとって、聖

せいしょ
書の言

こ と ば
葉

をより深
ふか
く理

り か い
解するための大

たいせつ
切なプロセスで

した。一
ひ と も じ ひ と も じ
文字一文字を丁

ていねい
寧に書

か
き写
うつ
すことで、

聖
せいしょ
書の言

こ と ば
葉が心

こころ
に染

し
み渡
わた
り、新

あら
たな発

はっけん
見や気

き

づきがありました。

　なぜその日
ひ
のミサでその福

ふくいん
音の箇

か し ょ
所が選

えら
ば

れているのか、なぜ第
だいいちろうどく
一朗読では旧

きゅうやく
約のその

箇
か し ょ
所が選

せんたく
択されているのか、詩

し へ ん
篇、第

だいにろうどく
二朗読

の意
い み
味、神

かみさま
様からのメッセージとは何

なん
なのか

と。

　最
さいしょ
初は言

い
われたから書

か
き写

うつ
していた聖

せいしょ
書。

少
すこ
しずつ、それは私

わたし
とイエス様

さま
との対

た い わ
話へと

変
か
わり、自

みずか
らペンを取

と
るようになっていきま

した。今
いま
では、私

わたし
にとって必

ひつようふかけつ
要不可欠なもの

です。

　　私
わたし

の心
こころ

は、イエス様
さま
の服
ふく
に触

ふ
れたい。

　　�あの出
しゅっけつ

血の止
と
まらなかった女

じょせい
性のよう

に。

　　群
ぐんしゅう

衆を掻
か
き分

わ
けて。

　自
じ ぶ ん
分もそのような気

き も
持ちだったのかもしれ

ません。

　私
わたし

が朗
ろうどく
読を担

たんとう
当するのは不

ふ て い き
定期ですが、そ

の際
さい
には必

かなら
ず告
こっかい
解を受

う
けるように心

こころ
がけてい

ます。それは、少
すこ
しでも罪

つみ
を洗
あら
い流
なが
し、神

かみさま
様

の前
まえ
に真

ま
っ白
しろ
な心
こころ

で、生
う
まれたままの子

こ
ども

のような心
こころ

をもってみ言
こ と ば
葉をお届

とど
けしたいと

願
ねが
っているからです。それは、神

かみさま
様のみ言

こ と ば
葉

を、私
わたし

を通
とお
して会

かいしゅう
衆に届

とど
けるための責

せきにん
任だと

考
かんが
えているからです。

　私
わたし

は、こうして福
ふくいん
音の光

ひかり
に導
みちび

かれて、聖
せいしょ
書

の言
こ と ば
葉を伝

つた
えていくのです。目

め
が見

み
えなくて

も。
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†主
しゅ
の平

へ い わ
和

　会
かいいん
員のみなさん、お元

げ ん き
気でしょうか。前

ぜんごう
号でもお知

し
らせしたとおり、第

だい
15回

かい
カ障

しょうれんなごやたい
連名古屋大会

かい

の参
さんかもう
加申し込

こ
みの受

うけつけ
付が始

はじ
まっています。３年

ねん
ぶりとなるこの大

たいかい
会を、少

すこ
しでも良

よ
いものにしよ

うと、実
じっこういいんいちどう
行委員一同、取

と
り組

く
んでおります。

　今
こ と し
年の秋

あき
は、ぜひ名

な ご や
古屋で、皆

みな
さんと顔

かお
を合

あ
わせて再

さいかい
会を喜

よろこ
び、ともに主

しゅ
の恵
めぐ
みに与

あずか
る喜
よろこ

びを
分
わ
かち合

あ
いませんか？１

ひ と り
人でも多

おお
くの仲

な か ま
間とお会

あ
いできることを、心

こころ
から楽

たの
しみにしております。

� 名
な ご や た い か い
古屋大会　実

じっこういいんいちどう
行委員一同

【日
にち
　時

じ
】2026年

ねん
11月

がつ
14日

にち
（土

ど
）　　12：00～ 19：00

　　　　　        　  　15日
にち
（日
にち
）　　 ９：20～ 13：00

【会
かい
　場
じょう

】愛
あいちけんさんぎょうろうどう
知県産業労働センター　ウインクあいち

　　　 　名
な ご や し な か む ら く め い え き
古屋市中村区名駅４丁

ちょうめ
目4-38　JR名

なごやえきさくらどおりぐち
古屋駅桜通口から徒

と ほ
歩３分

ふん

【参
さ ん か ひ
加費】２日

にちさんか
参加　4,000円

えん
　　１日

にちさんか
参加　2,000円

えん
　　懇

こんしんかい
親会　4,000円

えん

【主
しゅ
　催
さい
】第
だい
15回

かいにほん
日本カトリック障

しょうがいしゃれんらくきょうぎかいなごやたいかいじっこういいんかい
害者連絡協議会名古屋大会実行委員会

☆お申
もうしこ
込み・問

と
い合

あ
わせ☆

第
だい
15回

かいなごやたいかいじっこういいんかいじむきょく
名古屋大会実行委員会事務局　担

たんとう
当　黒

くろきのぶゆき
木信之、村

むらかみ
上かづ

〒466-0037　名
な ご や し し ょ う わ く え ほ う ち ょ う
古屋市昭和区恵方町2-15

●お問
と
い合

あ
わせ：メール／ kashourentaikai@aju-cil.com　　FAX／ 052-841-2225　まで

●�お申
もう
し込

こ
み：参

さんかしゃ
加者・介

かいぞえしゃ
添者も各

か く じ ひ と り
自一人に付

つ
き１枚

まい
の別

べ っ し
紙「参

さんかもうしこみしょ
加申込書」に記

きにゅう
入し、メールか

FAXまたは郵
ゆうそう
送でお願

ねが
いいたします。

　付
つきそいしゃなどようしぶそく
添者等用紙不足のときは各

か く じ
自でコピーして申

もう
し込

こ
みをお願

ねが
いいたします。

＊宿
しゅくはく
泊は各

か く じ
自で直

ちょくせつ
接お申

もう
し込

こ
みください。

＊申
もう
し込

こ
み・参

さんかひふりこみしめきりび
加費振込締切日　2026年

ねん
10月

がつ
15日

にち
（木
もく
）必
ひっちゃく

着
　参

さんかひふりこみさき
加費振込先：郵

ゆうびんふりこみ
便振込　番

ばんごう
号　00880-0-117367

　　　　　　　　受
うけとりにん
取人　カトリック名

なごやきょうくしょうがいしゃれんらくかい
古屋教区障害者連絡会

＊通
つうしんらん
信欄に「名

な ご や た い か い さ ん か ひ
古屋大会参加費」と明

め い き
記してください。

　参
さんかうけつけ
加受付は郵

ゆうびんきょく
便局よりの払

はらいこみとりあつかいひょう
込取扱票で入

にゅうきん
金を確

かくにん
認し受

うけつけ
付とします。

＊詳
くわ
しくは、前

ぜんごう
号「わ」をご覧

らん
ください。

＊駐
ちゅうしゃりょうきん

車料金の障
しょうがいしゃぜんがくげんめん

害者全額減免については、大
たいかいじむきょく
会事務局へお問

と
い合

あ
わせください。

第
だい
15回

かい
カ障

しょうれんなごやたいかい
連名古屋大会の

参
さんかもう
加申し込

こ
みが始

はじ
まっています！

「わ」107号
ごう
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大
たいかいかいさいび

会開催日／ 2026年
ねん

11月
がつ

14日
にち

（土
ど

）～ 15日
にち

（日
にち

）
✓□を付

つ

けて下
くだ

さい　　FAX／ 052-841-2225
フリガナ

①申
もうしこみしゃめい

込者名 （氏
し

） （名
めい

）

生
せいねんがっぴ

年月日 年
ねん

　　　　　月
がつ

　　　　日
にち

□男
おとこ

　□女
おんな

　　／　　障
しょうがい

害　□有
あり

　□無
なし

所
しょぞくだんたいめい

属団体名 　　　　　　　　　　　　　　　教
きょうく

区　　　　　　　　　　　　　　　教
きょうかい

会

②住
じゅうしょ

所 〒　　　-

連
れんらくさきでんわ

絡先電話 　　　　-　　　　　 -　　　　　　　　　　　e-mail ／

緊
きんきゅうれんらくさきしめい

急連絡先氏名 ／家
か ぞ く

族・友
ゆうじん

人・その他
ほか

（　　　　　　　）

電
でんわばんごう

話番号 　　　　-　　　　　 -　　　　　　　　　　

③障
しょうがいじょうきょうきにゅうらん

害状況記入欄　✓□を付
つ

けて下
くだ

さい

種
しゅべつ

別／□肢
し た い

体　□聴
ちょうかく

覚　□視
し か く

覚　□内
な い ぶ

部　□精
せいしん

神　□知
ち て き

的　□その他
ほか

（　　　　　　　　　　　　　　　　）

障
しょうがいとうきゅう

害等級／　　　　　　　　　　　級
きゅう

　　　　　　　　　　　種
しゅ

補
ほ そ う ぐ

装具／□車
くるま

イス　□盲
もうどうけん

導犬　□付
つきそい

添・介
かいじょしゃ

助者　□その他
ほか

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（フリガナ） 電
で ん わ

話／

付
つきそい

添、介
かいごしゃめい

護者名 □家
か ぞ く

族　□友
ゆうじん

人　□その他
ほか

（　　　　　　　）

第
だい

15回
かいにほん

日本カトリック障
しょうがいしゃれんらくきょうぎかいなごやたいかいさんかもうしこみしょ

害者連絡協議会名古屋大会参加申込書

④11月
がつ

15日
にちちゅうしょくべんとう

昼食弁当　□注
ちゅうもん

文する　□注
ちゅうもん

文しない

⑤参
さ ん か き ぼ う び

加希望日／□14日
にち

・15日
にち

　□14日
にち

のみ　□15日
にち

のみ　□懇
こんしんかい

親会

　参
さ ん か ひ

加費／□２日
に ち さ ん か

参加　4000円
えん

　　□１日
に ち さ ん か

参加　2000円
えん

　　　　　□懇
こんしんかいさんか

親会参加　4000円
えん

　□11月
がつ

15日
にちちゅうしょくべんとう

昼食弁当　600円
えん

⑥参
さ ん か き ぼ う ぶ ん か か い

加希望分科会（第
だい

２希
き ぼ う

望まで○を付
つ

けてください）

　・第
だいいちきぼう

一希望／第
だい

１　第
だい

２　第
だい

３　第
だい

４　第
だい

５　第
だい

６　第
だい

７　第
だい

８

　・第
だ い に き ぼ う

二希望／第
だい

１　第
だい

２　第
だい

３　第
だい

４　第
だい

５　第
だい

６　第
だい

７　第
だい

８

⑦交
こ う つ う ひ ほ じ ょ き ぼ う

通費補助希望　□有
あり

　□無
なし

（実
じっぴきにゅう

費記入　　　　　　　円
えん

）但
ただ

し、全
ぜんがくほじょ

額補助はありません

①～⑦の記
きにゅう

入をご確
かくにんくだ

認下さい。参
さんかひにゅうきん

加費入金の確
かくにん

認をもって受
うけつけかんりょう

付完了となります

　事
じむきょくかくにんらん

務局確認欄／受
う け つ け び

付日　　月
がつ

　　日
にち

　　参
さ ん か ひ じ ゅ り ょ う び

加費受領日　　月
がつ

　　日
にち

第
だい

15回
か い に ほ ん

日本カトリック障
しょうがいしゃれんらくきょうぎかいなごやたいかいじっこういいんかい

害者連絡協議会名古屋大会実行委員会

問
といあわ

合せ／第
だい

15回
か い な ご や た い か い じ む き ょ く

名古屋大会事務局　FAX ／ 052-841-2225　E-mail ／ kashourentaikai@aju-cil.com

＊ここにご記
きにゅう

入いただきました個
こじんじょうほう

人情報は、本
ほんたいかい

大会の目
もくてきいがい

的以外には使
し よ う

用いたしません

参
さ ん か ひ

加費　　　　　　　　円
えん

振
ふ り こ

込み予
よ て い

定／　　月
がつ

　　日
にち

しめ切
き

り／

10月
がつ

15日
にち
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主
しゅ
　　催

さい
：A
えーじぇいゆー

J U自
じ り つ
立の家

いえ
　小

こ ま き
牧ワイナリー　ツアー実

じっこういいんかい
行委員会

会
かい
　　費

ひ
：10,000円

えん
（受
じゅしょう

賞ワインおみやげ付
つき
）　※参

さ ん か か い ひ
加会費は当

とうじつちょうしゅう
日徴収いたします

申
もうしこ

込 み：下
か き
記の申

もうしこみしょ
込書を記

きにゅう
入し、メールまたはFAXでお申

もう
し込

こ
みください。

　　　　　e-mail：winery-tour@aju-cil.com　　FAX：052-841-2225

申
もうしこみしめきり
込締切：10月

がつ
15日

にち
（但
ただ
し定
ていいん
員になり次

し だ い
第〆
しめ
切
き
り）

〈プログラム〉

13時
じ
30分

ぷん
	 名

な ご や た い か い
古屋大会　会

かいじょう
場を出

しゅっぱつ
発

14時
じ
30分

ぷん
	 小

こ ま き
牧ワイナリー　到

とうちゃくご
着後、昼

ちゅうしょく
食・自

じ ゆ う じ か ん
由時間

15時
じ
	 小

こ ま き
牧ワイナリー見

けんがくあんない
学案内（所

しょようじかん
要時間：60分

ぷん
）

　①施
しせつがいようせつめい
設概要説明（多

たもくてき
目的ホールにて）　　②ぶどう畑

ばたけけんがく
見学（ぶどう栽

さいばい
培、作

さぎょうないようせつめい
業内容説明）

　③醸
じょうぞうじょけんがく
造所見学（ワイン醸

じょうぞうかてい
造過程の説

せつめい
明）　④試

し い ん
飲＆買

か
い物
もの
（ショップ内

ない
）

16時
じ
　小

こ ま き
牧ワイナリー出

しゅっぱつ
発

17時
じ
　�解
かいさん
散（名

な ご や え き
古屋駅）

※出
しゅっぱつちてん
発地点・解

かいさんちてん
散地点によっては、小

こ ま き
牧ワイナリー到

とうちゃくじこく
着時刻・出

しゅっぱつじこく
発時刻が前

ぜ ん ご
後する可

かのうせい
能性があります。

★参
さんかうけつけ
加受付された方

かた
にはツアー参

さんかうけつけしょう
加受付証をメールまたはFAXで送

おく
ります。

　当
とうじつ
日ツアー受

うけつけ
付で参

さんかしょう
加証を提

て い じ
示し参

さ ん か ひ
加費１万

まんえん
円をお支

し は ら
払いください。

★昼
ちゅうしょく

食は各
か く じ
自バスの中

なか
で。お弁

べんとうきぼうしゃ
当希望者は名

なごやたいかいもうしこみじ
古屋大会申込時に注

ちゅうもん
文（￥600）をお願

ねが
いいたします。

　ワイナリーの２階
かい
にも休

きゅうけい
憩ホールがあります。（注

ちゅう
：ワイナリーには喫

き っ さ
茶コーナーはありません）

サクラアワード2026受
じゅしょう

賞×カ障
し ょ う れ ん な ご や た い か い

連名古屋大会

小
こまき

牧ワイナリーツアー

リフト付
つ

き
送
そうげいしゃ

迎車あり！

A
えーじぇいゆー
J U 自

じり つ
立の家

いえ
　小

こま き
牧ワイナリーツアー　参

さんかもうしこみしょ
加申込書

全
ぜんこうもくきにゅうねが

項目記入願います

申
もうしこみしゃめい

込 者 名 年
ねんれい

齢

住
じゅうしょ

所

連
れんらくさきでんわばんごう

絡先電話番号
e-mail

FAX番
ばんごう

号

名
な ご や た い か い さ ん か も う し こ み

古屋大会参加申込 　　　　月
がつ

　　　　日
にちもうしこみずみ

申込済（大
たいかいもうしこみひつよう

会申込必要）

同
どうはんしゃめい

伴者名（ツアー申
もうしこみひつよう

込必要）

備
び こ う

考
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◆働
はたら
く仲

な か ま
間の紹

しょうかい
介◆

多
たじみしゅうどういん
治見修道院（岐

ぎ ふ け ん
阜県）のブドウ畑

ばたけ
の

手
て い
入れを請

う
け負

お
ったことをきっかけに、

愛
あ い ち け ん こ ま き し
知県小牧市で、障

しょう
がいのある仲

な か ま
間たち

とワイン造
づく
りを手

て
がけるA

えーじぇいゆー
J U自

じ り つ
立の

家
いえこまき
小牧ワイナリーの活

かつどう
動をご紹

しょうかい
介します。

A
えーじぇいゆー

J U 自
じり つ

立の家
いえ

小
こま き

牧ワイナリー
所

しょちょう
長　白

し ら い
井　　尚

たかし

　初
はじ
めまして、小

こ ま き
牧ワイナリー・ななつぼし

葡
ぶどうしゅこうぼう
萄酒工房の白

しらいたかし
井尚と申

もう
します。まずは、

自
じこしょうかい
己紹介。在

ざいがくちゅう
学中に障

しょうがいしゃふくし
害者福祉、及

およ
び、

A
えーじぇいゆー

J U 自
じ り つ
立の家

いえ
（以

い か
下、A

えーじぇいゆー
JU）と出

で あ
会う。

障
しょうがい
害のある仲

な か ま
間の就

しゅうろう
労・地

ちいきせいかつ
域生活に取

と
り組

く
む

理
り ね ん
念に関

かんしん
心が湧

わ
き、平

へいせい
成18年

ねん
４月

がつ
、A
えーじぇいゆー

JUに

就
しゅうしょく

職。配
はいぞくさき
属先が知

ち て き
的・精

せいしん
神に障

しょうがい
害のある

仲
な か ま
間が働

はたら
く就

しゅうろうしえんしせつ
労支援施設・ワイン事

じぎょうぶ
業部で

あった。

　平
へいせい
成23年

ねん
、障
しょうがいしゃ

害者の就
しゅうろうじょう

労場を広
ひろ
げる新

あら
た

なワイナリー創
そうぎょう

業を目
め ざ
指して、十

と か ち
勝ワイン

（北
ほっかいどういけだちょう
海道池田町）で約

やく
２年

ねんかん
間のワイナリー

研
けんしゅう
修へ出

しゅっこう
向。北

ほっかいどう
海道と愛

あいちけん
知県の違

ちが
いを意

い し き
識し

た上
うえ
で、栽

さいばい
培や醸

じょうぞうぎじゅつ
造技術、販

はんばい
売や酒

しゅぜいほう
税法、

人
じんみゃくかくほ
脈確保、等

とう
に関
かか
わることについて幅

はばひろ
広く学

まな

ぶ。平
へいせい
成27年

ねん
５月

がつ
「小

こ ま き
牧ワイナリー・なな

つぼし葡
ぶどうしゅこうぼう
萄酒工房」（以

い か
下、小

こ ま き
牧ワイナリー）

が 誕
たんじょう

生。 私
わたし

は 指
し ど う い ん

導 員 の 傍
かたわ

ら、 栽
さいばい

培・

醸
じょうぞうせきにんしゃ
造責任者を担

たんとう
当。

◆小
こ ま き
牧ワイナリーとは

　小
こ ま き
牧ワイナリーは、ワイン用

よう
の葡

ぶどうさいばい
萄栽培か

らワインの生
せいさん
産、醸

じょうぞう
造、販

はんばい
売、梱

こんぽうはっそう
包発送、

店
てんとう
頭の接

せっきゃく
客まで、様

さまざま
々な仕

し ご と
事を障

しょうがい
害のある

仲
な か ま
間たちと一

いっしょ
緒に行

おこな
っている福

ふくしてき
祉的ワイナ

リーとなります。全
ぜんこく
国の障

しょうがいしゃしゅうろうけいぞくしえん
害者就労継続支援

施
し せ つ
設で働

はたら
く障
しょうがいしゃ

害者の賃
ちんぎん
金は、全

ぜんこくへいきん
国平均＝約

やく

１万
まん
７千

せんえん
円。A

えーじぇいゆー
JUは、社

しゃかい
会で最

もっと
も弱

よわ
い立

た ち ば
場

の障
しょうがいしゃ

害者を絶
ぜったいてき
対的に支

ささ
える組

そ し き
織。全

すべ
ての人

ひと
が

当
あ
たり前

まえ
に働
はたら

き、普
ふ つ う
通に暮

く
らせる社

しゃかい
会の実

じつげん
現

の為
ため
に！という想

おも
いを持

も
っています。そして、

私
わたし
たちは出

で き あ
来上がったワインの売

うりあげ
上を仲

な か ま
間た

ちの賃
ちんぎん
金とすることで、経

けいざいてき
済的に自

じ り つ
立して、

自
じ ぶ ん
分らしく暮

く
らせるように、知

ち て き
的・精

せいしん
神に

障
しょうがい
害ある仲

な か ま
間たちの新

あら
たな働

はたら
く価

か ち
値を創

そうぞう
造し

たいと考
かんが

えております。

◆障
しょうがい
害のある仲

な か ま
間たちと共

とも
に

　小
こ ま き
牧の土

どじょう
壌は粘

ねんどしつ
土質、水

み ず は
捌けが悪

わる
い。梅

つ ゆ
雨

や秋
あ き さ め じ き
雨時期には大

おおあめ
雨が続

つづ
き、湿

し つ ど
度も高

たか
い。

台
たいふう
風の影

えいきょう
響も多

おお
い。真

ま な つ
夏は連

れんじつ
日の猛

もうしょび
暑日や

酷
こくしょび
暑日、夜

や お ん
温が高

たか
く、寒

かんだんさ
暖差はない。土

どじょう
壌や
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気
きこうじょうけん
候条件は最

さいあく
悪、常

つね
に病
びょうがい

害や品
ひんしつていか
質低下との闘

たたか

い。そんな悪
あくじょうけん

条件であっても、しっかりした

おいしい葡
ぶ ど う
萄の栽

さいばい
培を試

こころ
みています。そして、

ワインの生
せいさん
産、醸

じょうぞう
造、販

はんばい
売まで自

じ ぶ ん
分たちが造

つく

り上
あ
げた達

たっせいかん
成感。更

さら
に、自

じ し ん
身の労

ろうどう
働によって

賃
ちんぎん
金を得

え
て、自

じ り つ
立した生

せいかつ
活を育

はぐく
むことができ

る喜
よろこ

びを目
め ざ
指したい。できる限

かぎ
り障
しょうがい

害のある

仲
な か ま
間が主

しゅたいてき
体的に関

かか
わること、働

はたら
くことを大

たいせつ
切

にしたい。という想
おも
いと、どんな状

じょうきょう
況にあっ

ても「ここに来
き
て良

よ
かった」「ここで働

はたら
いて

いて良
よ
かった」と思

おも
える職

しょくば
場、生

い
きがいのあ

る環
かんきょう

境。出
で き あ
来上がったワインを通

つう
じて、障

しょうがい
害

のある仲
な か ま
間たちの個

こ せ い
性、共

とも
に支
ささ
え合

あ
う、共

とも
に

理
り か い
解し合

あ
う職
しょくば
場や社

しゃかい
会を目

め ざ
指す発

はっしん
信、魅

みりょく
力の

追
ついきゅう
求。その先

さき
に、一

ひ と り
人でも多

おお
く仲

な か ま
間が働

はたら
きな

がら自
じりつせいかつ
立生活を歩

あゆ
み始

はじ
められるように、

一
い っ ぽ い っ ぽ
歩一歩、進

すす
んでいきたいと考

かんが
えております。

　小
こ ま き
牧ワイナリーの目

もくてき
的は「仲

な か ま
間と共

とも
に、ワ

インを通
とお
して、あらゆる人

ひとびと
々に喜

よろこ
び、幸

しあわ
せ、

満
まんぞく
足を提

ていきょう
供する」という想

おも
いも持

も
っています。

例
たと
えば、イベント開

かいさい
催を通

つう
じての喜

よろこ
びの瞬

しゅんかん
間

があります。自
じ し ん
身のワインを積

せっきょくてき
極的に宣

せんでん
伝・

販
はんばい

売する充
じゅうじつかん

実感のある仲
な か ま
間たちやA

えーじぇいゆー
J U

職
しょくいん
員の笑

え が お
顔、多

おお
くのお客

きゃくさま
様やボランティアの

方
かたがた
々の楽

たの
しむ笑

え が お
顔、ワインと共

とも
に楽
たの
しんでい

る会
かいじょうぜんたい

場全体の一
いったいかん
体感。直

ちょくせつ
接、対

たいめん
面で関

かか
わり合

あ

える機
き か い
会の大

たいせつ
切さ。障

しょうがい
害の有

う む
無に限

かぎ
らず、個

こ こ
々

の個
こ せ い
性、共

とも
に支
ささ
え合

あ
う、共

とも
に理

り か い
解し合

あ
う社
しゃかい
会

の発
はっしん
信、魅

みりょく
力の追

ついきゅう
求が微

びりょく
力ながら図

はか
れている

ように思
おも
います。
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◆おいしいワインを届
とど
けたい

　また、小
こ ま き
牧ワイナリーでは、この数

すうねんかん
年間、

おいしいワインを皆
みなさま
様に提

ていきょう
供ができるように

栽
さいばい
培や醸

じょうぞうほうほう
造方法を変

か
えました。栽

さいばいめん
培面では、

降
こ う う
雨から葡

ぶ ど う
萄を守

まも
る為
ため
の葡

ぶどうがさ
萄笠・葡

ぶどうぶくろ
萄袋かけ

を行
おこな

い病
びょうがい

害のない健
けんぜん
全な葡

ぶどうさいばい
萄栽培、酸

さ ん み
味と

甘
あ ま み
味のバランスを意

い し き
識した収

しゅうかく
穫、着

ちゃくしょく
色を目

め ざ
指

し た 栽
さいばい

培、 収
しゅうかくご

穫 後 に 病
びょうか

果 を 徹
てっていてき

底 的 に

選
せんかさぎょうとう
果作業等の改

かいぜん
善。醸

じょうぞうめん
造面では、健

けんぜん
全な発

はっこう
酵

を促
うなが

す発
はっこうじょせいざい
酵助成剤の添

て ん か
加、葡

ぶどうひんしゅ
萄品種に応

おう
じて

使
し よ う こ う ぼ
用酵母の見

み な お
直し、濾

ろ か こ う て い
過工程や各

かくしゅぶんせきち
種分析値に

よる品
ひんしつ
質の安

あんていかとう
定化等の改

かいぜん
善。結

け っ か
果、葡

ぶ ど う ゆ ら い
萄由来

の香
かお
りや味

あじ
わいに良

よ
い変

へ ん か
化が起

お
こり、ワイン

らしい一
いちめん
面を表

ひょうげん
現ができるようになりまし

た。お客
きゃくさま

様からも「おいしい。優
やさ
しく心

こころあたた
温ま

る。個
こ せ い
性を楽

たの
しめる味

あじ
わい。」と評

ひょうか
価してい

ただいております。今
いま
は、特

とくべつ
別なことは何

なに
も

せず、丁
ていねい

寧に栽
さいばい

培、醸
じょうぞう

造することで、

葡
ぶどうほんらい
萄本来の果

か じ つ み
実味を漂

ただよ
わせたい。小

こ ま き
牧で栽

さいばい
培

された葡
ぶ ど う
萄に合

あ
わせた醸

じょうぞう
造スタイルとして、

まずは、フレッシュな味
あじ
わいを目

め ざ
指したい。

そのような想
おも
いも持

も
っております。葡

ぶどうじゅ
萄樹も

醸
じょうぞうほうほう

造方法もまだまだ成
せいちょうだんかい

長段階。皆
みなさま
様には

　お疲
つか
れさまです。私

わたし
がこの原

げんこう
稿を作

さくせい
成して

いたのは７月
がつ
でした。猛

もうしょ
暑ではなく酷

こくしょ
暑とい

う時
じ き
期に入

はい
ろうとしています。体

たいちょうかんり
調管理は私

わたし

たちの大
たいせつ
切な努

つと
めですね。

毎
まいとしまいとし
年毎年、進

し ん か
化する味

あじ
わいを楽

たの
しんで頂

いただ
けれ

ば幸
さいわ

いとなります。

　おいしいワインを造
つく
る為
ため
には、品

ひんしつ
質の良

よ
い

葡
ぶ ど う
萄を栽

さいばい
培すること。毎

まいとし
年、この安

あんてい
定を目

め ざ
指

して、毎
まいにちまいにち
日毎日、丹

たんせい
精を込

こ
めて葡

ぶどうじゅ
萄樹の手

て い
入

れを行
おこな

います。さあ、今
き ょ う
日も葡

ぶどうばたけ
萄畑へ出

しゅっぱつ
発し

よう。行
い
って来

き
ます！　あっ、その前

まえ
に、

熟
じゅくせいちゅう

成中のワインの様
よ う す
子もみてみよう。今

こ と し
年

のワインは、どんな感
かん
じかな。これも、ワイ

ンの魅
みりょく
力に惚

ほ
れる瞬

しゅんかん
間だ！

※�名
なごやたいかいかいじょう
古屋大会会場ではワイン販

はんばい
売はあり

ません。受
じゅしょう

賞ワインなど、ワイン

購
こうにゅうきぼう
入希望の方

かた
は小

こ ま き
牧ワイナリーオンラ

インショップからご注
ちゅうもん

文ください。

カ障
しょうれんかめいだんたい
連加盟団体
意
いけんこうかんかい
見交換会の振

ふ
り返
かえ
り

カ障
しょうれんふくかいちょう

連副会長　田
た な か

中　　実
みのる

小
こ ま き

牧ワイナリーオンラインショップ

公
こうしき

式サイト

丹
たんせい

精込
こ

めて葡
ぶ ど う じ ゅ

萄樹の手
て い

入れをする仲
な か ま

間たち
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　さて、先
せんぱん

般６月
がつ

６
む い か
日（土

ど よ う び
曜日）大

おおさか
阪・

高
たかまつきょうく
松教区サクラファミリア（梅

うめだきょうかい
田教会）にて

カ障
しょうれんかめいだんたいいけんこうかんかい
連加盟団体意見交換会を開

かいさい
催いたしまし

た。13時
じ は ん
半から18時

じ は ん
半と短

みじか
い時

じ か ん
間ですが

活
かっぱつ
発な意

いけんこうかん
見交換ができました。現

げ ん ち
地とオンラ

イン（ZOOM）のハイブリッド開
かいさい
催です。

加
かめいだんたい
盟団体から多

おお
くのご参

さ ん か
加あったことに感

かんしゃ
謝

いたします。

　全
ぜんこく
国の加

かめいだんたい
盟団体、日

にっ
カ聴
ちょうかい

会、共
きょうあいかい

愛会、東
とうきょう

京

カ障
しょうれん

連、東
とうきょう

京オリーブの会
かい
、名

な ご や
古屋カ障

しょうれん
連、

カ障
しょうれんおおさか

連大阪フレンドリー、えむかえサクラマ

ザーの会
かい
、カ障

しょうれん
連ながさき、福

ふくおか
岡アルバの

会
かい
、鹿

か ご し ま
児島パッションの会

かい
、吃
きつおん
音グループノ

トケールの会
かい
からの報

ほうこく
告がありました。オン

ラインでシルバノ神
し ん ぷ
父も参

さ ん か
加されていまし

た。

　情
じょうほうほしょう

報保障は大
おおさか
阪・高

たかまつきょうく
松教区で協

きょうりょく
力をいただ

きました。手
しゅわつうやく
話通訳を大

おおさか
阪・高

たかまつきょうくちょうかく
松教区聴覚

障
しょう
がい者

しゃ
ボランティア会

かい
、要

ようやくひっき
約筆記をエッ

ファタの協
きょうりょく

力を得
え
ました。ありがとうござい

ました。

　加
かめいだんたいいけんこうかんかい
盟団体意見交換会の内

ないよう
容ですが、各

かくだんたい
団体

が課
か だ い
題を抱

かか
えながらも各

かくちいき
地域で積

せっきょくてき
極的な活

かつどう
動

をされているのがわかります。目
もくてき
的を明

めいかく
確に

して如
い か
何に仲

な か ま
間と出

で あ
会い集

つど
い、新

あら
たな動

うご
きに

繋
つな
げていくかを問

と
うてこられたと思

おも
います。

障
しょうがいしゃ
害者への理

り か い
解について当

とうじしゃ
事者を中

ちゅうしん
心に進

すす
め

ていく地
じ み ち
道な努

どりょく
力が大

たいせつ
切であることを確

かくにん
認し

ました。そのコーディネート役
やく
としてのカ

障
しょうれん
連の役

やくわり
割をあらためて確

かくにん
認しあいました。

　全
ぜんたいてき
体的な議

ぎ ろ ん
論として、第

だい
15期

きかつどうけいかくけんとう
活動計画検討、

第
だい
14期

きかつどうほうしん
活動方針（①全

ぜんこく
国の障

しょうがい
害のある仲

な か ま
間

を知
し
る・②障

しょうがいしゃさべつかいしょうほう
害者差別解消法の手

て び
引き作

さくせい
成・

③障
しょうがいしゃ
害者100人

にん
に聞

き
く「教

きょうかい
会の中

なか
の合

ごうりてき
理的

配
はいりょ

慮」）の進
しんちょくじょうきょうかくにん

捗 状 況 確 認、更
さら

には、11

月
がつかいさいなごやたいかい
開催名古屋大会の周

しゅうちおよ
知及び参

さんかじょうきょうかくにん
加状況確認、

2029年
ねんふくおかたいかいかいさい
福岡大会開催に関

かん
する説

せつめい
明などをお

こないました。

　短
みじか

い報
ほうこく
告になりましたが、あらためて

加
かめいだんたいいけんこうかんかい
盟団体意見交換会の大

たいせつ
切さを実

じっかん
感したこと

は言
い
うまでもありません。そして現

げ ん ち さ ん か
地参加と

オンライン参
さ ん か
加での開

かいさい
催を今

こ ん ご
後より充

じゅうじつ
実させ

ていくことを考
かんが

えています。更
さら
には情

じょうほうほしょう
報保障

をしっかりと進
すす
めていく、パソコンやオンラ

インを使
つか
えない方

かた
への配

はいりょ
慮を行

おこ
なうなどの

課
か だ い
題は他

ほか
にも多

おお
くあります。その上

うえ
で、

加
かめいだんたいいけんこうかんかい
盟団体意見交換会も年

ねん
に一

い ち ど
度でなくオンラ

インを含
ふく
めて可

か の う
能な限

かぎ
り開

かいさいきかい
催機会を増

ふ
やせた

らと考
かんが

えています。

　加
かめいだんたい
盟団体からのご意

いけんおよ
見及び情

じょうほう
報を、会

かい
とし

てもっと幅
はばひろ

広く分
わ
かち合

あ
える場

ば
づくり、

具
ぐたいてき
体的に議

ぎ ろ ん
論ができる内

ないよう
容を明

めいかく
確にする、

（例
れい
、障
しょうがいしゃさべつかいしょうほうたいおう

害者差別解消法対応、合
ごうりてきはいりょ
理的配慮の

進
すす

め方
かた
、情

じょうほうほしょう
報保障のあり方

かた
、各

かくだんたい
団体の

課
かだいきょうゆう
題共有、インクルーシブ防

ぼうさい
災、障

しょうがいしゃ
害者グルー

プの育
いくせい
成など）何

なに
より出

で あ
会えて良

よ
かった、カ
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障
しょうれん
連に参

さ ん か
加して良

よ
かったという思

おも
いが育

そだ
たな

いといけないと考
かんが

えています。団
だんたい
体に限

かぎ
らず、

小
ちい
さなグループ作

づく
りへ向

む
けた出

で あ
会いの場

ば
、楽
たの

しく気
き が る
軽に学

まな
び合

あ
える場

ば
づくりを心

こころ
がけてい

きたいと思
おも
います。

　加
かめいだんたいいけんこうかんかい
盟団体意見交換会を振

ふ
り返
かえ
って、カ障

しょうれん
連

としての役
やくわり
割を再

さいどめいかく
度明確にする責

せ き む
務を考

かんが
えま

した。

　今
こ ん ご
後ともよろしくお願

ねが
いします。

　私
わたし

にとって、カ障
しょうれん

連の皆
みなさま
様とお会

あ
いできる

ことは、とても楽
たの
しみなことです。

　自
じ ぶ ん
分でも、何

なに
もできない私

わたし
が行

い
ってもと思

おも

いながら、会
かいいん
員さんとの交

こうりゅう
流が、福

ふくいんてきかつどう
音的活動

に大
おお
きな勇

ゆ う き
気、希

き ぼ う
望が持

も
てるのです。学

まな
ばせ

ていただけるのです。そして、みなさんが暖
あたた

かい主
しゅ
の家

か ぞ く
族と思

おも
えるのです。

　６月
がつ
６
む い か
日朝
あさ
６時

じ
に家
いえ
を出

で
て、初

はじ
めて新

しんかんせん
幹線

で大
おおさか
阪に向

む
かいました。新

しんおおさか
大阪のホームに降

お

り立
た
ったところ人

ひとひとひと
人人…！サクラファミリア

までの道
みちあんない
案内を見

み
てもパニック、田

いなかもの
舎者の悲

かな

しさ、どうしようまずは右
みぎ
に行

い
こうと右

みぎ
に

行
い
ったら、出

で あ
会い頭

がしら
にカラーが目

め
に入

はい
り

一
いっしゅんしんぷさま

瞬神父様？と思
おも

いました。カ障
しょうれん

連の

神
しんぷさま
父様？あとをついていったらサクラファミ

リアに行
い
けるかも？神

しんぷさま
父様は早

はやあし
足で、何

な ん ど
度も

連
れんらくさきおよ

絡先及びご入
にゅうかい

会の申
もう

し込
こ

み先
さき

事
じ

務
む

局
きょく

：〒466-0037　名
な ご や し

古屋市昭
し ょ う わ く

和区恵
え ほ う

方町
ちょう

2-15
　　　　　名

な ご や

古屋教
きょうく

区カリタス福
ふ く し い い ん か い し つ な い

祉委員会室内
　　　　　日

に ほ ん

本カトリック障
しょうがいしゃれんらくきょうぎかい

害者連絡協議会
　　　　　Tel：052-852-1426　Fax：052-852-1422

郵
ゆうびんきょく

便局振
ふりかえ

替口
こう

座
ざ

番
ばんごう

号：0 0 1 0 0 - 7 - 3 1 2 5 4
（同

どうふう

封の振
ふりこみ

込用
よ う し

紙をご利
り よ う

用ください）

会
かい

　　費
ひ

：年
ねんかん

間１口
くち

　1,000円
えん

　　　　　（団
だんたい

体　10口
くち

以
いじょう

上　個
こ じ ん

人　１口
くち

以
いじょう

上）

加
かにゅうしゃ

入者名
めい

：日
に

本
ほん

カトリック障
しょうがいしゃ

害者連
れんらく

絡協
きょうぎかい

議会

加
かめいだんたいいけんこうかんかい

盟団体意見交換会に
参
さんか

加して
えむかえサクラ　マザーの会

かい

末
すえなが

永 さち子
こ

見
みうしな
失いそうになりながら、必

ひ っ し
死にあとを追

お
い

かけて、そしてとうとう見
みうしな
失って、どうしよ

うと思
おも
って、ふと見

み
るとサクラファミリアの

前
まえ
でした。三

さんにん
人の博

は か せ
士が星

ほし
を頼
たよ
りに馬

う ま ご や
小屋に

ついたように、私
わたし

は神
しんぷさま
父様の背

せ な か
中を頼

たよ
りに、

会
かいじょう
場につくことができました。

　意
いけんこうかんかい
見交換会は活

かつどうほうこく
動報告の中

なか
で、加

かめいだんたい
盟団体が

会
かいいんげんしょう
員減少の中

なか
で、それぞれ工

く ふ う
夫して活

かつどう
動して

いることはどこの団
だんたい
体でも同

おな
じだと思

おも
いまし

た。少
すく
ない人

にんずう
数でも互

たが
いの障

しょう
がいを認

みと
め合

あ
い

理
り か い
解しながら、活

かつどう
動を続

つづ
けていかなければな

らないと思
おも
います。

　第
だい
15回

か い な ご や た い か い
名古屋大会の準

じゅんび
備がすごい迫

はくりょく
力で

進
すす

んでいることに感
かんどう
動しました。そして

次
じかいかいさい
回開催される福

ふくおかきょうく
岡教区の皆

みなさま
様の意

い き ご
気込みに

希
き ぼ う
望を感

かん
じつつ、ふと前

ぜんかいかいさい
回開催した我

わ
が

長
ながさききょうく
崎教区は？ちょこっと寂

さび
しいけど、頑

が ん ば
張る

しかない?!

　みんなと過
す
ごした楽

たの
しい夕

ゆうしょくかい
食会、居

い ざ か や
酒屋さ

んは、たこ焼
や
きから始

はじ
まりびっくりしました。

さすが大
おおさか
阪、お口

くち
の中
なか
も心
こころ

もアツアツアツア

ツ……！

　お会
あ
いできる日

ひ
を楽
たの
しみにしています。

二
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